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サー ビス ・ラーニ ングの研究 と実践 をめ ぐる諸課題
Aboutthevariousproblemsovertheresearch
andthepracticeoftheServiceLearning




ラーニ ング研究と実践を概観 し,日本におけるサービス ・ラーニングの諸課題について検討した。そ
してサービス提供側だけではな く,受け手側に焦点を当てた研究の必要性を指摘した。


























態であり,事前準備 ・活動 ・振 り返 り・祝福の









2.ア メ リカ の サ ー ビス ・ラ ー ニ ング
サー ビス ・ラーニ ングが世界で初めて成立 し
たアメ リカにおける状況 について概観する。
アメ リカにおけるサー ビス ・ラーニ ングは,
アカデ ミックな教育 と現場 にお ける実習 を結 び
つ けるコー ポラテ ィブ教育 の一環 として展開 さ
れてきた。 コーポラテ ィブ教育における 「現場」
というのは2つ に分け られる。一つ は企業を中
心 とす る職業場面であ り,も う一つが コ ミュニ
テ ィを中心 とす る奉仕 活動場面 である。 日本に
お ける大 学への コーポラテ ィブ教育導入で先鞭
を付けたのはサー ビス ・ラーニ ングでな くて職
業場面 のイ ンター ンシップであった。なお,日
本では 「イ ンター ンシップ」 と一括総称 されて
い るが,ア メ リカにおいては大学主導の ものが
「コーオプ ・エ ドユケー シ ョン」,企業主導 の も
のが 「イ ンター ンシップ」 とはっき りと区別さ
れている。 サー ビス ・ラーニ ングについては,
専 ら教育機 関主導 の ものばか りで,奉 仕 活動 や
ボラ ンテ ィア活動 を受 け入れ る社会福祉 団体 や
市民活動 団体 の主導 によるもの は存在 しないよ
うである。
サー ビス ・ラーニ ングとインター ンシップを
含 むコーポラテ ィブ教育 はアメ リカで創始 され
た哲学 であるプラグマティズムによって基礎づ
け られている。 プラグマティズムの提唱者 であ
るウ ィリアム ・ジ ェームズや ジ ョン ・デ ューイ
ら自身 がその意義 を評価 した。 ジ ョン ・デ ュー
イは,学 問の基礎 を教室でのみ教え る事 に特化
した 「学問 中心主義」 を批判 し,社 会や生活 と
の関連 を重 視 した教育 が な され るべ きだ と唱
え,生 活 の 中にお け る実践 の必 要性 を説 いた
(Dewey,John1903)。また,問 題解決の プロ
セ スが5つ の ステ ップか らな る ことを論 じた
(Dewey,John1910)。その5つ とは,① 問題
を感 じ取 る,② 問題 の所在をつ きとめる,③ 注
意深 く調べ る,④ 問題解決のための計画 を立 て
る,⑤ 実践 によって確かめる,と いうものであっ
た。最 初 の 「問題を感 じ取 る」,最 後の 「実践
によって確 かめる」 というステ ップは現場 を離
れては存在 し得 ないものであ る。
ドイツなどの思弁的な哲学の影 響が強 か った
日本で は,サ ー ビス ・ラーニ ングの思想 的背景




























































た。 さらに,イ ンタビュー調査か ら;教授法に
























































サー ビス ・ラーニ ングの研 究 と実践 をめ ぐる諸課題11
3.日 本 の サ ー ビス ・ラ ー ニ ング 研 究
2章のアメ リカのサー ビス ・ラーニ ングの展
開を受 けて,日 本で もサー ビス ・ラーニ ングの
研究 と実践が展開 されてい る。以下 では,そ れ
らの研究を7つ の分野 にまとめて概観 したい。
第一に2章 で取 り上げたアメ リカのサー ビス ・
ラーニ ングの紹介 と して,ア メ リカでのサー ビ
ス ・ラーニ ングの理念や大学での実践例 とその
課題等 についての報告があ る。例 えば伊藤高章
は,サ ー ビス ・ラーニ ングの理念 と して コ ミュ
ニテ ィサー ビスへの参加を通 じ,学 生が市民 と
しての価値観 やスキルを培 うことを援助す る目
的の ために活動 を開始 したCampusCompact
の理念をま とめ,ス タ ンフ ォー ド大学の事例 を
紹介 している(伊 藤高章2003)。また開浩一・・
藤崎 亮一 ・神里 博 武 は 同 じくCampusCom-
pactの理 念 に基づ き,ハ ワイ州 カ ピオ ラニ ・
コ ミュニテ ィ ・カ レッジの事例 を取 り上げてい
る(開 ・藤崎 ・神里2003:12-13)。
第二に,ア メ リカのサー ビス ・ラーニ ング理
論研 究の紹介 がある。例 えば開 ・藤崎 ・神里 は
ロバー ト・シグモンの4つ の類 型化やアンドリュー
・フールコの サー ビスと学習 目標 に着 目した5
つの体験教育(ボ ランテ ィア,コ ミュニテ ィサー
ビス,サ ー ビス ・ラーニ ング,フ ィール ド教育,
イ ンターンシ ップ)の 関連性の研究を紹介 して
いる。 ボラ ンテ ィアやコ ミュニテ ィサー ビスは
サー ビスに重点 を置 き,サ ー ビス対象者 によ り
多 くの恩恵が ある。一方,フ ィール ド教育や イ
ンター ンシ ップは学習 に重点を置 き,サ ー ビス
提供者により多 くの恩恵がある。サー ビス ・ラー
ニ ングはサー ビス と学習 目標が同 じ比重であ り,
サー ビス対 象者 とサー ビス提供者 に同等 の恩恵
が なければな らな いとされ る(開 ・藤崎 ・神里
2003:11-12)o
また,サ ー ビス ・ラーニ ングの過程 につ いて
多 くの研究が コル ブ(D.A.Kolb)の経験学習
サイクル論か ら導 き出 されてい る。若槻 健 は,
サー ビス ・ラーニ ングは 「準備(Preparation)」
→ 「活動(Action)」→ 「内省(Reflection)」
(→賞揚(Celebration))の過 程 を通 る(若 槻
健2002:263)と述 べ る。 また中野真志 と西野
雄一・郎は 「積極 的な試 み」 「実際 の経験」「反省
(Reflection)」「抽象的 な概念化」 の過 程 を繰
り返 す こ とで学 習効 果 を高 め るこ とが 出来 る
(中野真志 ・西野雄 一郎2006:1-2)と考 えて
いる。
この過程の中で リフレクション(Reflection)
が重要 であ り,実 践 に基 づいた リフ レク シ ョン
についての理論研究 がな されてい る1)。平野優
はサー ビス ・ラーニ ングの学 びを 「知 識」 一
「体験」 一 「考察」 一 「連結」 一 「新知 識」 一
「よ り高度化 した学習ニーズ」一 「知pと フィー
ドバ ック しなが ら螺旋状 に学習者が学力 を向上
させ て い く理 論 と して示 してい る(平 野 優
2002:44-45)。この過程 の中で体験 学習実施 の
前 には合理 的系統 的な事前学習 による知識 の修
得 と,学 習後 の 「批判的考察」が重要で ある と
述べ ている(平 野2002:48)。
若槻 もサー ビス ・ラーニ ングは 「内省」 によっ
て自分 たちの活動 を意味づ けることによ って初
めて学習 とな るものであるという。そこか らサー
ビス ・ラーニ ングは個人の知 的な成長 と同時 に,
コ ミュニ テ ィ(サ ー ビス)が 再構築 され,両 者
が有機的 に結 びつ くことが 目指 されて いる とい
う(若 槻2002:263-264)Q
唐木清志(2004)は,テネ シー州 ・ヴァンダー
ビル ド大 学助 教 授 の アイ ラー(J。Eyler)の
『サー ビス ・ラーニ ングにおけ る リフ レクシ ョ
ンのための実践者 ガイ ド」 に着 目 してい る。唐
木 によれば,リ フ レクシ ョンの性格 と して 「継
続的」 にな され,学 問的な技能や知識 と 「関連
的」であ り,生 徒の考えや仮定を 「吟味す る」
もの であ り,「適切 な時 に適切 な リフ レクシ ョ
ンの方法が必要で あるという意味で 「文脈 に当
て嵌め られた」 ものでな ければな らない とされ
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る。 そ して具体的 な リフ レクシ ョンの方法 につ
いて4つ の リフレクションの方法(読 む ・書 く ・
為す ・話す)と6つ の学習成果(個 人的な発達 ・
他者 との結 び付 き ・シティズ ンシ ップの発達 ・
理解 ・適用 ・新たな枠組みを構築す ること)を
組 み合わせ,リ フ レクシ ョンのマ トリクスを構
成 し展開 して いる。
第三 に,サ ー ビス ・ラーニ ング理論を どの よ
うに学校教育の カ リキ ュラム と して構築す るの
か につ いての教育学での研究があ る。倉本哲男
(2004a)はサー ビス ・ラーニ ングの カ リキ ュ
ラムマ ネ ジメ ン ト論 を構 築す るため に,計 画
(Plan)・実行(Do)・評価(See)の サイ クル
(PDSマネ ジメ ン トサイ クル)が 学校 改善 にい
か にイ ンパ ク トを与え るかを整理 してい る(倉
本哲男2004a)。また,サ ー ビス ・ラー ンング
の授業構成因子には 「教科要件 ・内容」「コ ミュ
ニ テ ィのニー ズ」 「生 徒の主体性 ・興 味関心」
の3因 子があ ることを明 らかに し,そ の3因 子
と リフ レクシ ョンとの関連性について理論 的実
証的研究を行 っている(倉 本2004b)。さ らに,
アメリカでの学校 とコ ミュニ ティとの 「協働性」
か らカ リキ ュラムマネ ジメン ト論を展開 してい
る(倉 本2006)。
第四 に,特 定領域でのサー ビス ・ラーニ ング
の実践報告があ る。領域 としては,教 員養成系,
福祉系,図 書館情報系,国 際関係系,工 学系な
どがあ る。 これ らの研究については4章 で詳 し
くまとめたい。
第五 に,サ ー ビス ・ラーニ ングに よる教育機
関 と行政 ・福祉 団体 ・NPO団 体 な どの外部 セ
クター との関係性,ま たサー ビス ・ラーニ ング
を受け入れ る地域社会 との関係性 の研究がある。
例えば,松 本潔(2002,2004)は,組織論 的な
立場か ら受 け入れ側であ る地域 コ ミュニテ ィ,
特にNPO団 体 と大学 との協働 としてサー ビス ・
ラーニ ングを捉え,大 学が地域 コ ミュニテ ィの
問題 に専門教 育 ・知識を生か して取 り組む こと
で学生の学習 を見返 りと して期待す る一方,地
域 コ ミュニティも抱える課題を大学の人的資源 ・
ノウハウを活用 しなが ら解決す ることが出来 る
ことにサー ビス ・ラーニ ングの特徴 があ ると述
べている。
第六 に,サ ー ビス ・ラーニ ングと市民性 に関
する研究がある。 これ らの研究はアメ リカのサー
ビス ・ラーニ ングの展開 と新 自由主義,新 保守
主義,民 主主義 との関係 について述 べている。
例 えば若槻健 は,ア メ リカを例 に して,サ ー ビ
ス ・ラーニ ングが愛国心 と結 びつき,「お国 の
ため」 に貢献す る 「国民」 づ くりと結 びつ いて
理解 され る可能性 が ある とい う(若 槻2005:
68-69)。こう した言説か ら距離を置 き,サ ー ビ
ス ・ラーニ ングを 「モ ラル型」 「スキル型」 「公
正型」 の三つ の市民像の検討 を通 じ,人 と人の
つな が りを促 す ための方 策 と位 置 づ けて い る
(若槻2005:69-72)。
このアメ リカにお けるサー ビス ・ラーニ ング
の状況 について,田 中宏明 ・竹野茂 ・川瀬隆千 ・
辻利則によれば,ア メリカでは9・11事件以降,
サー ビス ・ラーニ ングは愛 国主義教育 とセ ッ ト
にな ってデモ クラシーの担い手を教育するシティ
ズ ンシップ教育 であると奨励 されているとい う。
しか し田中 ・竹野 ・川瀬 ・辻 によれ ば実際 には
民主 的討議 は弾圧 されている という。 こう した
民主主義の危機 に対 してコスモポ リタン ・シティ
ズ ンシップ(地 球 レベルの市民主義)の 確立 と
それ に基づ くサー ビス ・ラーニ ングの必要性を
展 開 して いる(田 中宏明,竹 野茂,川 瀬隆千,
辻利則2006)。
第七 に,サ ー ビス ・ラーニ ングと多文化共生
や異文化理解 との関係性 の研究が ある。若槻は
サー ビス ・ラーニ ングを 「マイノ リテ ィの声に
耳を傾 け,連 帯 してよりよいコミュニティを作 っ
てい く過程 に子 どもたちがコ ミッ トす ることを
目指す もので ある」(若槻2005:67)とい う。
そ して在 日外国人な どのマイノ リテ ィとの出会
いと リフ レクシ ョンか ら,学 習者であ る学生 の
意識が どのように変 わ ったのか についての研究






























































































































置 自転車をピースボー トでエ リトリアに寄贈す







一つには,サ ービス ・ラーニ ングの目標設定
が,社 会との関係性を構築することよりは学生
の自己の気づきを重視 していることが挙げられ














5.日 本 にお ける研究 と
実践 を め ぐる諸 課題
日本におけるサービス ・ラーニ ングの研究と
実践をまとめてきたが,こ こではそれらの中に
サー ビス ・ラーニ ングの研究 と実践をめ ぐる諸 課題15















就業体験,イ ンター ンシップのような,ア メリ
カとは異なる日本的サービス ・ラーニングの姿
が見られたのである。









観 した4章 では,就業体験,イ ンターンシップ
的なものとしてサー ビス ・ラーニングを捉える
傾向が明らかとな り,受け入れ側へのサービス











































サービス ・ラーニ ングの効果測定尺度は 「サー
ビス提供側」である学生に及ぼす具体的な効果





で あ る 。 ま た こ れ ら の 成 果 が 得 ら れ た 後 に,
「サ ー ビ ス 提 供 側 」 の み な ら ず 「受 け 入 れ 側 」
の ニ ー ズ に 合 致 した 双 方 の 変 容 に 繋 が る 「サ ー
ビ ス ・ラ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム 」 の 開 発 を 想 定 し
て い る 。
以 上 の よ う な 筆 者 ら共 同 研 究 グ ル ー プ の 取 り
組 み は 緒 に つ い た ば か り で あ る。 本 論 で 十 分 に
検 討 で き な か っ た 「サ ー ビ ス 提 供 側 」 「受 け 入
れ 側 」 双 方 の 変 容 に つ い て は 改 め て 社 会 学 的 ア
プ ロ ー チ に よ る 検 討 を 進 め て い き た い 。
注
1)リ フ レク シ ョン は論 者 に よ って,反 省,内 省,
振 り返 りな ど多 様 に 訳 され て い る。 本論 で は,
論 者 の訳 語 に従 って 記 載 を 行 って い る。
2)し か しイ ン タ ー ン シ ップ や ボ ラ ンテ ィ ア な ど
の他 の 教 育 方 法 との 違 い が 明 確iでな い た め,日
本 に お け る実 践 を 果 た して サ ー ビス ・ラー ニ ン
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